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30％,クイズ 10％，参加度 10％とした。 
 
2.授業内容 
 授業は，1 回 90 分を①トピック会話，②インタビュー活動の２つのパートに分け，
実施した。①では，身近な話題について，自分の意見を話す練習をした。②では，「魅
力的な人」（自分にとって魅力的な人を１人選び，その人にインタビューをし，結果を
まとめる），「テーマインタビュー」（関心のテーマを 1 つ選び，質問を設定し，複数人
にインタビューした結果をまとめる）の 2 つの活動を行い，結果を発表する活動を実
施した。今年度春学期は，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，急遽オンライン
化となり，授業は zoom による双方向型（リアルタイム）で実施し，教材・資料の配布，
課題の回収・フィードバック，小クイズは LUNA 上で行った。また，②の発表形式は通
常のポスター発表から，パワーポイントを用いた発表に変更した。学生の課題である
インタビューは，Skype などのビデオ通話ソフトを使用するように指導した。 
 
3.成果と今後の課題 
 今年度の授業は，受講生が１名だったことから，通常授業と進度は変わらなかった。
しかしながら，発表準備は受講生同士ペアでの対話を通して行うことができず，オン
ラインで教師が対話相手となり発表準備を進めた。発表は，外部からボランティアを
募り，zoom に聴衆として参加してもらい，コメントや質問などのやりとりを行った。 
学生のアンケートからは，授業全般については概ね満足だったことが窺えた。学生
は課題を締め切りまでに必ず提出していたことと，授業の内容や課題に対して１人の
学生へ十分にフィードバックする時間を確保できたためだと考えられる。また，学生
はクイズの準備もよくできていた。このように，学生自身が締め切りまでに課題を提
出することや，予習復習を行うことは，自身の満足度につながることからも，学生の
授業および課題への取り組み方について指導していくことは今後も重視していきたい。 
